近代歴史文化遺産としての 植民地期（日帝強占期）の日本人集住地区復元の動き　―韓国南東部海岸にある浦項市の九龍浦を中心に― by 呉, 宣児 et al.




























































方位では、北緯 35～36 度, 東経 128～129 度に位置しており、行政的には慶尚北道浦項市
南区に属している邑（ウプ、ほぼ「町」に相当）である（図１参照）。まず、九龍浦が属し
ている浦項市を簡略に紹介してから、続けて九龍浦を紹介する。 
浦項は 1,126 ㎢の面積に、 2017 年 1 月現在, 約 51 万人が住んでいる中規模の都市であ
り、慶尚北道の中で人口が一番多い慶尚北道の最大都市である。1,000 万人のソウルと比べ
ると、人口は 20 分の 1 に過ぎないが、面積はソウルよりおよそ 2 倍大きい。 
浦項の気候は、日本の西日本と大差がなく夏には暑く、冬には寒いが、零下までに落ち
る場合はまれである。年平均の気温としては、摂氏 12～13 度であり、冬に雪が少なく他の














置によって 1995 年 1 月 1 日を期して、浦項市に編入された（浦項市史編纂委員會,1999）。 
九龍浦邑は、行政の面で言えば、南区と北区で構成されている浦項市の南区に属してい






















産業の従事者達が 500名あまりに達した。彼らのうちで 韓国人は 100 名で、日本人が 400
名程であった（九龍浦鄕土史編纂委員會, 2015）。 
また、漁撈に従事した漁夫は一万人を上回っていた。このうちで韓国人が 9,600 名、 日
本人が 640 名であった。戦後、九龍浦は、好況が持続するなか人口が多く増え 1977 年では





図 2-1 かつての神社から見下ろす九龍浦     図 2-2 九龍浦の全景 




1875(明治 8)年 1 月、日本政府は閔氏政権（朝鮮王朝）との間の国交調整問題(国交樹立)
を武力によって実現すべく、同年 4 月に軍艦三隻を朝鮮海域に出動させた。開国交渉を拒
否されたことを受け、8 月 19 日(陽暦 9 月 20 日)、日本の軍艦「雲揚号」が、朝鮮本土と江
華島との間の水道を航行し、江華島の草芝鎮砲台から砲撃を受けた。これに対して「雲揚




翌 76 年１月、日本側全権黒田清隆らは軍艦四隻、汽船四隻、海兵隊 266 名を率いて江華
島沖に集結した、いわゆる砲艦外交である。2 月 3 日、閔氏政権（朝鮮王朝）は日本との開






2-2  居留民の流入 
 同年 9 月、日本政府は、長崎・五島・対馬・釜山の航路開設に補助金を交付し、渡航と
貿易を奨励し、商船が月に一度、長崎と釜山間を往復するようになった。それまで朝鮮へ
の渡航は対馬の島民にのみ限定されていたが、渡航の規制を撤廃し、日本人は自由に朝鮮
に渡ることができるようになった。77 年 1 月には、「釜山港日本人居留地租借条約」を締結
し、江戸時代に設置されていた倭館の敷地 11 万坪を日本の専管居留地とした。釜山は日本
に地理的に最も近く、江戸時代以来、対馬藩との間で貿易が行われ、倭館が置かれていた
からである。すでに 71 年頃には 200 人程度の居留民がいた、とされている。家族連れの渡
航は条約違反であると朝鮮側が抗議したが、日本側はそれを突っぱねた(高崎,2002)。 
 ちなみに朝鮮在住の日本人人口は、1876(明治 9)年には総数 54 人(男 54 人、女２人)であ






















 このような日本人漁民の進出に対して、朝鮮側の抵抗や反対運動 が起き、91 年 2 月には
済州島の漁民が出漁禁止を求めて蜂起するなど日本側との対立が鮮明になっていった。 












 日本は、1905 年 11 月に第二次日韓協約(韓国保護条約)を締結して保護国化し、06 年 2
月、統監府を設置し、初代統監に伊藤博文が就任した。統監府の設置とともに、日本は朝
鮮に対する経済支配を強めていき、07 年 7 月には第三次日韓協約を締結して、高宗を退位
させ、韓国軍を解散させた。 
08 年 10 月に「日韓漁業協定」が締結され、日本による朝鮮漁場の独占が可能となり朝鮮
近海漁の実質上の植民地化が完成されたといわれる。同年 12 月には植民地としての拓殖事
業や農業経営などを目的とする東洋拓殖株式会社(東拓)を設立し、義兵運動などの抵抗を抑




年には 7000 人を超え、1910 年には 17 万 2000 人、20 年には 34 万 8000 人、30 年には５
2 万 7000 人、40 年には 70 万 8000 人に増加した(糟谷他,2016) 。 
 1942(昭和 17)年の統計では、在朝日本人の総数は約 75 万 3000 人、日本人の職業別では、
公務自由業、工業、商業、農業、鉱業に次いで水産業従事者が 9093 人(朝鮮人 50 万 5000
人余)となっている。1944 年 5 月現在の統計では慶尚北道迎日郡九龍浦邑の日本人数は 910
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人であった(森田,1964)。 
 













化事業 修理報告書」も得ることができた。         図 4 徐相浩翁(97歳) 
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浦項市主催で予算 86 億ウオンの公費をかけて 2011 年 3 月 4 日から 2013 年 12 月 31 日
までの整備事業により、全長 457ｍ・27 棟の建物が補修され「九龍浦近代文化歴史通り」
が誕生した。図 5 は、1930 年制作・発行された九龍浦の地図で当時の街並みや建築物の写
真等が載せられている。近年、色褪せまたは失われた当時の雰囲気を復元することは、も
ちろん 1930 年代のそのままではないかもしれないが、浦項市にとっての教育活動や観光地
化として活用のねらいがあると思われる。案内文によると、2012 年 12 月、韓国政府の国



















起こさせる図 6-3 と図 6-4 は、雰囲気とおりの「追憶商会」という名前で現在もお店として





     
図 6-1九龍浦近代歴史通りの入口            図 6-2歴史文化通りのメインロードの風景 
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図 6-3昔の雰囲気の「追憶商会」              図 6-4 昔風に商品を陳列している「追憶商会」内 
    
図 6-5「古里家 韓日文化体験館」         図 6-6着物体験をしている韓国観光客 
    
図 6-7 現住所と当時の建物の用度表示   図 6-8昔の郵便ポスト模型 













図 7-1近代歴史館になった旧橋本邸      図 7-2 復元展示されている台所 
  
図 7-3近代文化館（橋本家）の廊下                 図 7-4 復元された橋本夫婦の部屋 
  
図 7-5 橋本さんの娘の部屋         図 7-6 小物・道具の展示 





















 近代歴史館の斜め後ろ方面に移動すると、図 8 に示したような風景に出合う。九龍浦公
園の入り口である。公園へ入る階段が始まる所には、「九龍浦公園入口」「龍王党入口」「忠
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図 8-1 公園にある九匹の龍のオブジェ     図 8-2 公園(当時の神社)へ入る階段と石柱 
  
図 8-3セメントで塗られた頌徳碑         図 8-4 セメントが剥がされた石柱 
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月 9 日の事故当時、その船の乗務員と学生だった人々がこの場所に『水産講習所実習船快応丸遭難慰霊
碑』を建て毎年参拝をしてきたが、戦後現地の住民たちにより毀損され放置されたままだったこの碑は、







     
図 9-1二度目の遭難記念碑   図 9-2 最初の遭難記念碑     図 9-3 遭難後作られた灯台 
  
図 9-4 鷹の岩        図 9-5鷹の岩、快鷹丸遭難と灯台に関する説明看板 
図 9 日本人実習船遭難記念碑が設置されている虎尾岬のカクリ丘 
 
3-7 現地の人々との話を聞きながら 
 以上３節（3-1 から 3-6 まで）で、主に九龍浦近代文化歴史通りを中心に現地を歩きなが
ら見えた様子を展示説明文や現地で撮影した写真、現地の人々から聞いた話等を用いてま
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とめた。3-1 でも書いたように、筆者らは主に 4 人の方から話を聞いたが、韓国併合時代（日
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Abstract 
Moves to Restore Japanese Residential Areas during the Japanese 
Colonial Rule Period (Japanese Forced Occupation Period)  
as Modern Historico-cultural Heritage: 
 
Focusing on Guryongpo, Pohang City on the Southeastern Coast of 
South Korea 
 
Sunah Oh, Hisao Onuma, Sangmun Suh 
 
During the Japanese Colonial rule Period (Japanese Forced Occupation Period), some 
Japanese people migrated to Korea and gathered to live in certain areas to form Japanese 
towns. After the end of World War II (colonial emancipation), Japanese people suddenly 
returned to Japan. As Koreans moved to and live in those areas, their Japanese 
atmosphere either faded naturally or was purposively destroyed. Moves have emerged in 
South Korea in recent years that attempt to repair and restore former Japanese residential 
areas and Japanese buildings to utilize them as materials for tourism and education, under 
the conception that “confronts a dark history as a history.” They are typically observed in 
Gunsan City on the west coast and Guryongpo area in Pohang City on the southeastern 
coast. This research note is intended to 1) take up Guryongpo area in Pohang City, 
Kyeongsangbuk-Do to put the current situation which has emerged through field work 
into perspective and 2) sort out what local administrations and residents think of as the 
implication of the redevelopment of former Japanese residential areas and buildings and 
issues discussed by them. This work is significant as a preparatory process for examining 
the original-scape for (Japanese and Korean) people who used to live in Guryongpo, 
which was a former Japanese residential area, and people who now live there.  
 
 
 
